別紙２－（２）
救急患者未回収医療費回収努力の経過
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（注）
・ 本書には、要項第３条に規定する「相当な回収努力eq \o(\s\up 5(※　),\s\do 2(　))」の経過等を記載すること
・ 回収金額がない場合についても、回収努力経過を記入すること
※「相当な回収努力」の判断基準について

　以下の基準を満たしていないものについては、原則として回収努力不足により補助対象外とします。

(1)　継続的に実施すること。

　　 原則として１年間相当の回収努力が必要（３か月に一度は必ず回収努力を実施する）。
　(2)　複数の手段で実施すること。

　　　 電話、文書、訪問等、複数の手段での督促が必要。

　(3)　回収努力の経過を適切に記録すること。

　　　 会話の内容や相手方の状況等を適切に記録することが必要。

　　　 なお、宛先不明で返戻された文書がある場合は、写しを添付すること（必須）。
